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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はPeriodファミリー遺伝子のメンバーであり、哺乳類の脳の主要な概日リズムのペースメーカーである視交叉上核で概日リズムパターンで発現します。このファミリーの遺伝子は、運動、代謝、行動の概日リズムの要素をコードしています。この遺伝子はCLOCK/ARNTLヘテロダイマーによってアップレギュレーションされますが、その後、PER/CRYヘテロダイマーがCLOCK/ARNTLと相互作用するフィードバックループでこのアップレギュレーションを抑制します。この遺伝子の多型は、特定の癌を発症するリスクを高める可能性があり、睡眠障害との関連が指摘されています。[RefSeq提供、2014年1月]、疾患：PER2の欠陥は、家族性睡眠相前進症候群（FASPS）[MIM:604348]の原因です。FASPSは、非常に早い睡眠の開始と終了を特徴とします。人は朝型人間で、睡眠、体温、メラトニンのリズムが4時間早まります。,機能：概日リズムの生成に不可欠な概日時計機構の構成要素です。概日時計転写ループにおける負の要素です。他の概日時計調節タンパク質と相互作用し、それらを核へ輸送することで時計機能に影響を与えます。CLOCK|NPAS2-BMAL1|BMAL2誘導性のトランス活性化を負に制御します。,誘導：線維芽細胞における血清誘導レベルは概日振動を示します。1時間の刺激後に最高レベル、12時間後に最低レベルに達します。そして24時間後に別のピークが観察されます。,PTM：CSNK1EおよびCSNK1Dによってリン酸化されます。リン酸化により PER2 タンパク質が分解されます。,類似性: 1 つの PAC (PAS 関連 C 末端) ドメインを含みます。,類似性: 2 つの PAS (PER-ARNT-SIM) ドメインを含みます。,細胞内局在: 主に核内。核と質間のシャトルは、他の概日リズム コア オシレーター タンパク質との相互作用および/またはリン酸化によって行われます。PER1 の細胞質内保持は、PER1-PER2 ヘテロダイマーの形成、または CSNK1E との相互作用および/または PER の核局在シグナルをマスクすると思われるリン酸化によって行われます。CRY1 または CRY2 によっても核に移行します。,サブユニット: 概日リズム コア オシレーターの構成要素で、CRY タンパク質、CLOCK または NPAS2、BMAL1 または BMAL2、CSNK1D および/または CSNK1E、TIMELESS、および PER タンパク質が含まれます。 PER1およびPER3と直接相互作用し、C末端ドメインを介してCRY1およびCRY2とも相互作用する。CSNK1DまたはCSNK1Eとの相互作用は、PERタンパク質の核移行を促進する。in vitroにおいて、2番目のPASドメインを介してTIMELESSと相互作用する。NFIL3と相互作用する。,組織特異性：広く発現している。心臓、脳、胎盤、肺、肝臓、骨格筋、腎臓、膵臓に認められる。骨格筋と膵臓では高濃度、肺では低濃度である。,
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	周期性概日リズムタンパク質2（リン酸化Ser662）抗体を用いた、リン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）の免疫原に対する酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	Period Circadian Protein 2（リン酸化Ser662）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	PMA 125 ng/ml 30分処理したNIH/3T3細胞のライセートを、Period Circadian Protein 2（リン酸化Ser662）抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：500希釈のPhospho-Per2（S662）ポリクローナル抗体を用いた3T3細胞のウエスタンブロット解析

